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「博⼠号」とかけて「⾜の裏のご飯つぶ」と解く 肩書だけで飯の⾷える時代は終焉 
 
博⼠号を持っていると聞くと、世間の⼈々が尊敬のまなざしで⾒る。これは⼤学への進学率
が 10%、20%と低かった時代のことであり、当然のことながら⼤学院まで進む学⽣の数は
少数、さらに博⼠課程までともなるとさらに少数という時代の話である。 
 

 
いまや⼤学への進学率が 50%を超え、理系学部の場合には⼤学院を修了していないと企業
の採⽤基準を満たさないことが多い世の中となった。従って、博⼠課程まで進む学⽣の数も
増⼤し、その結果、博⼠号取得者の数も昔と⽐べて多くなった。 
 
理系の修⼠課程を修了した最近の学⽣と、以前の学部を卒業した学⽣の質（実⼒）を⽐較し
てみるとき、私にはどちらが優秀であるかの判断はできない。というよりも、かつての学部
卒業⽣のほうが活⼒があったのではないかと感じている。そう感じる理由はどこにあるの
か？  
 
私が感じているのは最近の修⼠修了者の「踏み込む⼒の弱さ」である。⾃らが研究すべき範
囲、研究すべき⽅法に⾃らが垣根を作りそこから出ようとしていないケースが多いと感じ
る。研究者には本来そのような垣根はないはずである。この垣根を勇気をもって超えていか
なければ、新たな世界は広がってこない。これが出来なければ「⾜の裏のご飯つぶ」である。 



以下は昨⽇のブログの再録である。「博⼠号」それ⾃体も⼀つのツールではあるかもしれな
いが、科学者として業を成すにはそれ以外の要素も求められる、ということである。 
 
 

⽵内薫著「ブレークスルーの科学者たち（2010 年）」という本がある。⽵内のインタビュ
ーした 11 ⼈の科学者が、ブレークスルーのために必要と思っているポイントを書より引⽤
した。 
 
１ ⼭中伸弥  異分野を繋ぐ⼒＋⼈を引き寄せる⼒＋チームをまとめる⼒ 
２ 傳⽥光洋  前例にとらわれない⼒ 
３ 中垣俊之  異分野をつなげる⼒ 
４ 新津洋司郎 他⼈のために尽くす⼒ 
５ 坪⽥⼀男  ⼈を引き寄せる⼒ 
６ ⼭根公⾼  シンプルさを追求する⼒＋境界⼈がもつ⼒ 
７ ⼤内⼀之  境界⼈が持つ⼒ 
８ ⽻澄昌史  あえて「難解」なことに挑戦する⼒ 
９ ⼩澤 明  仕事を楽しむ⼒ 
10 奥ノ⾕⼀夫 チームをまとめる⼒ 
11 ⽥中宏幸  異分野をつなぐ⼒ 
 
 
余談にはなるが、私が資格を取得したときには、 
 
博⼠号 
 教授より スタートラインについた。これからも努⼒・研鑽を続けるように。 
中⼩企業診断⼠ 
 資格は取ったといっても「⾜の裏のご飯つぶ」。これだけでは⾷ってはいけない。 
技術⼠ 
 多くの仲間ができた。このつながりを利⽤し、仕事に活かすように。 
 
それぞれに重みのあるお⾔葉である。「ブレークスルーの科学者たち」にもあるように、博
⼠号という呼称以上に重要なものが多く存在する。博⼠を取る過程で、科学研究を進めるた
めの⽅法論を学ぶわけであるが、その⽅法論の上にありとあらゆるアクセサリーを付して
⾊どりを付け、⼤きな成果に導くことが求められている。もし、何かを成し得た時、博⼠号
の存在そのものはもはや⼩さな存在となっているに違いない。博⼠号の取得はあくまでも
スタートライン（第⼀歩）にしか過ぎないのである。 


